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　佐沼高の３年生４人は７月３日、市役所迫庁舎で参
院選期日前投票所の選挙事務を体験しました。
　市選挙管理委員会では、高校生に選挙の大切さを知
ってもらおうと企画し、市内３高に募集を依頼。２日は
登米高の４人が、９日は登米総合産業高の４人が選挙
事務を担当しました。仕事は投票用紙の交付業務で「候
補者か政党名を書いてください」などと言いながら、来
場者に用紙を手渡しました。
　３日に作業をした藤原未

み

夢
む

さんと金谷紫
し

衿
えり

さんは
「自分たちの未来につながる業務と思うと緊張しまし
た。投票には必ず足を運びます」と話しました。

初めての体験に、最初は緊張したものの、終盤は笑顔で対応する
余裕も。「投票日には緊張しないで投票できそうです」。

　丸川珠
たま

代
よ

環境相は６月12日、東京電力福島第一原発
事故で発生した県内の指定廃棄物の保管状況を確認す
るため、汚染稲わらが一時保管されている本市石越浄
化センターを視察しました。
　丸川環境相は、布施孝尚市長らと一時保管庫に保管
されている汚染稲わら（約409㌧）を視察。初めて県内の
指定廃棄物となっている稲わらを確認した丸川環境相
は「地域住民の不安の解消に向け、一刻も早い取り組
みが必要」と述べました。
　布施市長は「個別では線量が高いものがあります。
国の責任で処理を進めてほしい」と訴えました。

視察には、佐藤勇栗原市長、伊藤康志大崎市長も同席。布施市
長とともに、国の責任で早期処理を要望しました。

　本市の姉妹都市、米国テキサス州サウスレイク市か
ら高校生の男女６人とその随行３人は６月７から13日
までの７日間、ホームステイなどで交流を深めました。
　６月９日には、佐沼高校で総合文化部茶華道班と箏

そう

曲
きょく

部の生徒と交流。茶華道班では、生徒の指導で点前
作法を体験しました。お茶を立てる動きは難しく、一
同苦笑い。筝曲部では琴の合奏を観賞し、演奏と和楽器
の音色の素晴らしさに、一同感動していました。
　サマー・メイヤーズさんは「日本の生活様式や文化
に触れられよかったです。ホストファミリーと浴衣で
出かけたのが楽しかった」と感想を述べました。

慣れない手つきでお茶を立てるサウスレイクの高校生たち。体
験終了後は、佐沼高生たちと会話をし、交流を深めました。

　熊本地震被災者支援を目的にしたチャリティーフッ
トサル大会は６月12日、迫体育館で開催され、本市と気
仙沼市から10チームが参加しました。
　大会は、年齢、性別による区分けをせずに、総当たり
のリーグ戦形式で開催。参加者は、勝敗をつけない大会
ということもあり、和やかな雰囲気の中、爽やかな汗を
流しました。熊本地震被災者には、参加費と会場での募
金、各チームで集めたお金を義援金として送りました。
　主催者事務局の日野且

かつ

也
や

さん（迫町大網西）は「熊本
の人には普通の生活を早く取り戻してほしいです」と
熊本地震被災者への思いを話していました。

参加者たちは、普段の大会では体験できない、大人と子ども、女
性との対戦を楽しみました。

北上川や迫川、伊豆沼など、水資源が豊かな分、水害発生の危
険性も高い本市。日頃からの備えが重要になってきます。

　第 10 回登米市民文化祭は6月25、26の両日、迫体育
館で開かれ、市内の舞踊や華道などの文化団体から約
330 人が参加し、ステージや展示で日頃の文化活動の
成果を発表しました。
　ステージ発表は、２日間で31団体が舞踊や太極拳な
ど、68演目を披露。展示発表は、写真や俳句、陶芸など
23 団体が参加し、約300点の作品が展示されました。伊
藤美

み

佐
さ

子
こ

さん（登米町日野渡）は「以前陶芸をしていた
ので、よく近隣の展示会を見学しています。今回は、す
てきな作品ばかりが展示されていますね」と感激して
いました。

展示会場には、個性あふれる多種多様な作品が数多く出品され、
来場者は足を止め見入っていました。

　平成 28 年度市水防演習は６月19日、米山町の県迫川
防災ステーションを会場に開催され、市消防団などか
ら約 280 人が参加しました。訓練は、消防団員の士気
高揚、水防技術の向上と体制強化を目的に実施してい
ます。
　演習は、大型台風の局地的な大雨で迫川が増水し、
堤防が越水、漏水が発生した想定で実施されました。
土のうを作る「準備工法」、堤防の越水を防ぐ「積み土
のう工法」、堤防の漏水を防ぐ「月の輪工法」などを実
施。団員たちは、真剣な表情で訓練に取り組んでいま
した。


